
法

律

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報




４

国
家
公
安
委
員
会
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
又
は
海

上
保
安
庁
長
官
が
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
要

請
す
る
場
合
の
区
分
に
つ
い
て
、
要
請
の
相
手
方
に
指

定
都
市
の
長
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
当
該
区
分
を
よ

り
明
確
に
す
る
観
点
か
ら
、
措
置
を
要
請
す
べ
き
者
と

要
請
の
相
手
方
が
一
対
一
で
対
応
す
る
よ
う
区
分
を
整

理
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
五
条
関
係
）

５

火
薬
類
取
締
法
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限

に
属
す
る
事
務
の
一
部
に
つ
い
て
、
指
定
都
市
の
長
が

行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
六
条
関
係
）

６

指
定
都
市
の
長
が
行
う
事
故
届
等
に
つ
い
て
、
そ
の

指
定
都
市
の
区
域
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
へ

報
告
す
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七

条
関
係
）

７

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
火
薬
類
取
締
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政

令
第
三
七
四
号
）（
経
済
産
業
省
）

１

譲
渡
許
可
証
等
の
返
納
に
つ
い
て
、
指
定
都
市
の
長

が
交
付
し
た
も
の
は
指
定
都
市
の
長
へ
返
納
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
等
の
規
定
に
つ
い
て
、
指
定
都
市
に
お
い

て
は
指
定
都
市
の
長
に
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

三
条
関
係
）

３

国
家
公
安
委
員
会
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
又
は
海

上
保
安
庁
長
官
に
通
報
す
る
場
合
の
区
分
に
つ
い
て
、

通
報
す
べ
き
者
に
指
定
都
市
の
長
を
追
加
す
る
と
と
も

に
、
当
該
区
分
を
よ
り
明
確
に
す
る
観
点
か
ら
、
通
報

す
べ
き
者
と
通
報
の
相
手
方
が
一
対
一
で
対
応
す
る
よ

う
区
分
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
四
条
関
係
）

◇
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
政
令
第
三
七
五
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

確
定
給
付
企
業
年
金
を
実
施
す
る
厚
生
年
金
適
用
事

業
所
の
事
業
主
（
一
部
の
規
約
型
企
業
年
金
を
実
施
す

る
も
の
を
除
く
。）及
び
基
金
（
以
下
「
事
業
主
等
」
と

い
う
。）は
、
積
立
金
の
運
用
に
関
す
る
基
本
方
針
（
以

下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）を
作
成
し
、
又
は
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
加
入
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
四
五
条
第
三
項
及
び
第

五
項
関
係
）

２

事
業
主
等
は
、
基
本
方
針
を
作
成
し
、
又
は
変
更
し

た
と
き
は
、
当
該
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
加
入
者
に
周

知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
四
五
条

第
四
項
及
び
第
五
項
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
戦
略
会
議
令
（
政
令
第
三
七
六

号
）（
内
閣
官
房
）

１

官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
戦
略
会
議
議
員
の
う
ち
、
官

民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
第
二
五
条
第
二
項
第
三
号

に
掲
げ
る
議
員
の
定
数
は
、
一
〇
人
以
内
と
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
官
民
デ
ー
タ
活

用
推
進
戦
略
会
議
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
官

民
デ
ー
タ
活
用
推
進
戦
略
会
議
議
長
が
官
民
デ
ー
タ
活

用
推
進
戦
略
会
議
に
諮
っ
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第

二
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
二
号

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
条

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
住
居
等
に
押
し
掛
け
る
」
を
「
住
居
等
に
押
し
掛
け
、
又
は
住
居
等
の
付
近
を

み
だ
り
に
う
ろ
つ
く
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
」
を
「
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
を
す

る
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
又
は
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
文
書
、
図
画
そ
の
他
の
物
を
送
付
し
」
を
「
そ

の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
文
書
、
図
画
、
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て

は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ

る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
記
録
媒
体
そ
の
他
の
物
を
送
付
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得

る
状
態
に
置
き
、
又
は
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
送
信
し
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
前
項
第
一
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
五
号
（
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等

に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
第
五
号
の
「
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
」
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
行
為
（
電
話
を
か
け
る

こ
と
及
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
て
送
信
す
る
こ
と
を
除
く
。）を
い
う
。

一

電
子
メ
ー
ル
そ
の
他
の
そ
の
受
信
を
す
る
者
を
特
定
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通
信

（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
送
信
を
行
う
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
の
個
人
が
そ
の
入
力
す
る
情
報
を
電
気
通
信
を
利
用
し
て
第
三
者
に
閲

覧
さ
せ
る
こ
と
に
付
随
し
て
、
そ
の
第
三
者
が
当
該
個
人
に
対
し
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
が
提

供
さ
れ
る
も
の
の
当
該
機
能
を
利
用
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

第
十
六
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
五
条
中
「
者
は
、」の
下
に
「
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
一
年
」
を
「
二
年
」
に
、「
百
万
円
」
を
「
二
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す

る
。第

十
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
六
月
」
を
「
一
年
」
に
、「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
罰
則
）」を
付
す
る
。

第
十
二
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
を
五
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
支
援
等
」
を
「
支
援
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
防
止
に
関

す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
」
を
削
り
、「
並
び
に
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
民

間
の
自
主
的
な
組
織
活
動
の
支
援
」
を
「
、
民
間
の
施
設
に
お
け
る
滞
在
に
つ
い
て
の
支
援
及
び
公
的
賃
貸
住
宅
へ

の
入
居
に
つ
い
て
の
配
慮
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を

同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
を
第
十
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。
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